
（福）富山県社会福祉協議会広報誌

スマートフォン用アプリ「Uni-Voice」
または「Uni-Voice Blind」を使えば
情報を音声で読み上げると同時に、テキストで表示されます。 この広報誌は共同募金の助成を受けています。

●ウェブサイト https://www.toyama-shakyo.or.jp/
●メール　　　info@toyama-shakyo.or.jp

本誌に関するご意見・ご感想をお聞かせください。

ハーティは富山県のボランティア活動のマスコットマークです。 ハーティ

アクセス
してね！

社会福祉法人　富山県社会福祉協議会は
住民主体の地域福祉の理念に基づき、だれもが安心して
暮らすことができる福祉社会の実現をめざし、県内の民生
委員・児童委員、福祉施設、福祉従事者、ボランティア等で
構成する、公共性と自主性をもつ民間社会福祉組織です。
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障
害
者
福
祉
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
る

特 集特 集
日
本
に
お
け
る
障
害
者
福
祉
制
度
は
、時
代
と
と
も
に
大
き
く
変
遷

を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。分
野
に
よ
る
重
点
的
な
基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ

て
き
た
一
方
で
、制
度
間
の
格
差
や
制
度
の
狭
間
に
陥
る
な
ど
と
い
っ
た

課
題
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

今
回
は
、障
害
者
福
祉
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、近
年
の

障
害
者
施
策
の
動
向
や
、障
害
者
団
体
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

取
材
し
ま
し
た
。時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
障
害
者
福
祉
制
度

に
つ
い
て
、私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

障
害
者
福
祉
に
関
連
す
る

主
な
法
律

障
害
者
福
祉
制
度
は
、障
害
者

基
本
法
や
障
害
別
の
法
律
、障
害

者
総
合
支
援
法
な
ど
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。以
下
は
、内
閣

府
が
毎
年
発
行
す
る「
障
害
者
白

書
」な
ど
を
も
と
に
、障
害
者
福
祉

に
関
す
る
主
な
法
律
に
つ
い
て
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

障
害
者
福
祉
基
本
法

　
⑴
障
害
者
基
本
法

対
象
別
福
祉
法

　
⑴
身
体
障
害
者
福
祉
法

　
⑵
知
的
障
害
者
福
祉
法

　
⑶�

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害

者
福
祉
に
関
す
る
法
律

　
⑷
児
童
福
祉
法

　
⑸
発
達
障
害
者
支
援
法

　
⑹�

医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の

家
族
に
対
す
る
支
援
に
関

す
る
法
律

そ
の
他

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
⑴�

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び

社
会
生
活
を
総
合
的
に
支

援
す
る
た
め
の
法
律（
障

害
者
総
合
支
援
法
）

●
人
権

　
⑴�

障
害
者
虐
待
の
防
止
、障

害
者
の
養
護
者
に
対
す
る

支
援
等
に
関
す
る
法
律

（
障
害
者
虐
待
防
止
法
）

　
⑵�

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

法
律（
障
害
者
差
別
解
消
法
）

●
雇
用
・
就
業

　
⑴�

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律

　
⑵�

国
等
に
よ
る
障
害
者
就
労

施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の

調
達
の
推
進
等
に
関
す
る

法
律（
障
害
者
優
先
調
達
法
）

●
所
得
保
障

　
⑴�

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の

支
給
に
関
す
る
法
律

●
情
報
保
障

　
⑴�

視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環

境
の
整
備
の
推
進
に
関
す

る
法
律（
読
書
バ
リ
ア
フ

リ
ー
法
）

　
⑵�

聴
覚
障
害
者
等
に
よ
る
電

話
の
利
用
の
円
滑
化
に
関

す
る
法
律

　
⑶�

障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取

得
及
び
利
用
並
び
に
意
思

疎
通
に
係
る
施
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律（
障
害
者

情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ・�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施

策
推
進
法
）

●
移
動
保
障

　
⑴�

高
齢
者
、障
害
者
等
の
移

動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に

関
す
る
法
律

　
⑵
身
体
障
害
者
補
助
犬
法

●
社
会
参
加

　
⑴�

障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活

動
の
推
進
に
関
す
る
法
律

こ
れ
ら
の
法
律
以
外
に
も
、教

育
や
災
害
な
ど
に
関
す
る
法
律
の

一
部
条
項
で
、障
害
者
福
祉
に
つ

い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

近
年
の
障
害
者
施
策
の

動
向
と
県
内
の
状
況

障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取

得
利
用
・
意
思
疎
通
に
係
る

施
策
の
推
進

す
べ
て
の
障
害
者
が
社
会
を
構

成
す
る
一
員
と
し
て
、社
会
、経
済
、

文
化
、そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

活
動
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、そ

の
必
要
と
す
る
情
報
を
十
分
に
取

得
し
、利
用
し
、円
滑
に
意
思
疎
通

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。障
害
者
に
よ
る
情
報
の�

取
得
利
用・
意
思
疎
通
に
係
る
施

策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、

す
べ
て
の
国
民
が
、障
害
の
有
無
に

よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な

く
、相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し

合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実

現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び

利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施

策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
」（
障

害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ・�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進

法
案
）が
令
和
４
年
5
月
25
日
に

公
布・施
行
さ
れ
ま
し
た
。

富
山
県
で
は
、同
法
の
施
行
前
か

ら
、障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得

利
用・
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。情
報
の
取
得

利
用
に
関
し
て
は
、主
に
視
覚
障

害
者
や
聴
覚
障
害
者
に
情
報
の
提

供
な
ど
を
行
う
施
設（
富
山
県
視

覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、富
山

県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
）へ
の
運

営
支
援
や
、障
害
者
Ｉ
Ｔ
推
進
員

の
派
遣
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ

の
ほ
か
、令
和
３
年
に
県
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。ふ
り
が

な
表
示
や
音
声
読
み
上
げ
機
能
を�
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障害者福祉制度への理解を深める特 集特 集

（
※
）

内
閣
府�

防
災
情
報
の
ペ
ー
ジ「
避

難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
行
動

支
援
に
関
す
る
制
度
的
な
流
れ
」�

よ
り（
参
照�

令
和
４
年
11
月
30
日
）

https://w
w
w
.bousai.go.jp/

taisaku/hisaisyagyousei/
yoshiensha.htm

l
同
法
を
踏
ま
え
、富
山
県
で
は

「
障
害
の
あ
る
人
の
人
権
を
尊
重

し
県
民
皆
が
共
に
い
き
い
き
と
輝

く
富
山
県
づ
く
り
条
例
」が
平
成

26
年
12
月
に
成
立
し
、平
成
28
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

合
理
的
配
慮
の
提
供
に
つ
い
て
、同

法
で
行
政
機
関
等
は「
義
務
」、事
業

者
は「
努
力
義
務
」と
し
て
い
る
の

に
対
し
、県
条
例
で
は
あ
ら
ゆ
る
人

に「
義
務
」付
け
て
い
る
の
が
特
徴

で
す（
令
和
４
年
12
月
現
在
）。

　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別（
障

害
を
理
由
と
す
る
不
利
益
な
取

り
扱
い
、合
理
的
な
配
慮
の
不
提

供
）に
つ
い
て
県
民
に
知
っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、相
談
対
応
や

紛
争
解
決
時
の
判
断
基
準
と
す
る

た
め
に
、県
で
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や「
富
山
県
障
害
者
差
別
解
消
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
し
、ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
な
ど
で
周
知
し
て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
富
山
県
厚
生
部

　
障
害
福
祉
課

　

０
７
６—

４
４
４—

３
２
１
１

新
た
に
備
え
る
な
ど
、障
害
者
を

含
む
す
べ
て
の
利
用
者
の
方
が
よ

り
使
い
や
す
く
、必
要
な
情
報
に

た
ど
り
着
き
や
す
い
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
し
ま
し
た
。ま
た
、意
思
疎
通

に
関
し
て
は
、県
内
の
各
障
害
者

団
体
に
事
業
委
託
し
、意
思
疎
通

支
援
者（
手
話
通
訳
者
、点
訳
奉
仕

員
な
ど
）の
養
成
な
ど
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
の
推
進

国
連
の「
障
害
者
の
権
利
に
関

す
る
条
約
」の
締
結
に
向
け
た
国

内
法
制
度
の
整
備
の
一
環
と
し
て
、

す
べ
て
の
国
民
が
、障
害
の
有
無

に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と

な
く
、相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊

重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会

の
実
現
に
向
け
、「
障
害
を
理
由
と�

す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」（「
障
害
者
差
別
解
消
法
」）

が
平
成
25
年
６
月
に
制
定
さ
れ
、

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
の
教
訓
と
し
て
、障
害
者
、

高
齢
者
、外
国
人
、妊
産
婦
等
の

方
々
に
つ
い
て
、情
報
提
供
、避
難
、

避
難
生
活
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
対
応
が
不
十
分
な
場
面
が
あ
っ

た
こ
と
を
受
け
、こ
う
し
た
方
々

に
係
る
名
簿
の
整
備
・
活
用
を
促

進
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
平
成
25
年
の「
災
害
対

策
基
本
法
」の
改
正
に
よ
り
、
災

害
時
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困

難
な
高
齢
者
や
障
害
者
等
の
避
難

行
動
要
支
援
者
に
つ
い
て
、避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
す
る�

こ
と
が
市
町
村
の
義
務
と
さ
れ
ま

し
た
。（
※
）

ま
た
、令
和
元
年
に
発
生
し
た

台
風
19
号
等
、近
年
の
災
害
に
お

い
て
も
、多
く
の
高
齢
者
や
障
害

者
等
の
方
々
が
被
害
に
遭
わ
れ
て

い
る
状
況
を
踏
ま
え
、災
害
時
の

避
難
支
援
等
を
実
効
性
の
あ
る
も

の
と
す
る
た
め
に
は
個
別
避
難
計

画
の
作
成
が
有
効
と
さ
れ
た
こ
と�

か
ら
、
令
和
３
年
の「
災
害
対
策�

基
本
法
」の
改
正
に
よ
り
、
避
難�

行
動
要
支
援
者
に
つ
い
て
、個
別

避
難
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が�

市
町
村
の
努
力
義
務
と
さ
れ
ま�

し
た
。（
※
）

個
別
避
難
計
画
の
作
成
に
あ

た
っ
て
は
、ま
ず
避
難
支
援
等
関

係
者
へ
の
情
報
提
供
に
対
し
、避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
登
載
者

本
人
や
家
族
か
ら
同
意
を
得
る
こ

と
が
必
要
で
す
。同
意
が
得
ら
れ

る
と
、避
難
支
援
等
関
係
者
に
避

難
行
動
要
支
援
者
の
情
報
が
提
供

さ
れ
、そ
の
情
報
を
も
と
に
避
難

支
援
等
関
係
者
な
ど
が
聞
き
取
り�

な
ど
を
行
い
、避
難
先
や
避
難
支

援
等
実
施
者
を
記
入
し
た
計
画
が

作
成
さ
れ
ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
数
の
う
ち
、�

約
20
％
の
対
象
者
が
個
別
計
画
策

定
済
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
人
数

に
つ
い
て
は
徐
々
に
増
え
て
い
た
と

こ
ろ
で
す
が
、法
改
正
後
の
個
別
避

難
計
画
へ
の
更
新
作
業
は
な
か
な

か
進
ま
な
い
と
い
っ
た
市
町
村
が

多
い
の
が
現
状
で
す
。

��

○
問
い
合
わ
せ
先

　
富
山
県
厚
生
部

　
厚
生
企
画
課

　

０
７
６—

４
４
４—

３
１
９
６

県
内
障
害
者
団
体
の
取
り
組
み

障
害
者
福
祉
制
度
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、富
山
県
内
の
２
つ
の
障
害

者
団
体
の
取
り
組
み
を
取
材
し
ま
し
た
。

協
会
の
概
要

富
山
県
視

覚
障
害
者
協

会
は
、県
内
在

住
の
視
覚
障

害
者
の
社
会

会長　塘添�誠次�さん

社
会
福
祉
法
人  

富
山
県
視
覚
障
害
者
協
会

�

会
長
　
塘
添�

誠
次�

さ
ん

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
の
義
務
化・個
別

避
難
計
画
の
作
成
の
努
力
義
務
化
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せ
っ
か
く
の
、

資
格
。

ご存知ですか？
あなたを生涯支える
介護の資格 届出制度

介護福祉士
の資格をお持ちの

皆さんへ

等

県社協　県健康・福祉人材センターから

　11月6日（日）にファボーレ（富山市）で開催された「介護の日フェスティバル」において、第9回「がんばる介護職員
応援事業」表彰式が行われ、県福祉人材確保対策会議の宮田伸朗会長から表彰状が授与されました。
　この表彰は、介護福祉士の資格を取得し、介護の職場において、中堅介護職
員として、新任職員等への助言・相談や職場のチームワークづくりに積極的に
取り組むとともに、一定の研修を修了され、技術等の向上にも努めている方を
表彰することにより、介護のやりがいや魅力を伝えるものです。

　表彰された20名の「がんばりすと」は、当センターウェブサイトで紹介して
います。ぜひご覧ください。（ 　　　　　　　　　　　　　　 　で検索）

はじめての福祉のお仕事サロンを
開催します！

はじめての福祉のお仕事サロンを
開催します！

　福祉の仕事についての基本的な内容や現場の状況など
について、キャリア支援専門員がていねいにお答えします。

●対象　福祉・介護分野に興味・関心のある求職者
●日時　 1月26日(木) 13：30～16：00

2月17日(金) 13：30～16：00
●会場　サンシップとやま
●定員　各月10名（先着順）
　　　　※事前に下記へご連絡ください。

県内ハローワークにて
出張相談をおこなっています！
県内ハローワークにて

出張相談をおこなっています！
　県内6か所のハローワークで、「福祉・介護のお仕事相談
コーナー」を開設しています。キャリア支援専門員が、就職
活動のアドバイスや、求職者の円滑な就労・定着をお手
伝いします。

＜相談コーナー開設日＞

20名の介護の中堅職員「がんばりすと」が
表彰されました！

福祉のお仕事 検索

福祉・介護の
求人情報を

WEBで！

宮田会長と「がんばりすと」（被表彰者）
介護の中堅職員がんばりすと 検索

小矢部

滑川

氷見

ハローワーク高岡
毎月第4火曜日

ハローワーク魚津
毎月第1・第3水曜日

ハローワーク砺波
毎月第2・第4金曜日

ハローワーク砺波
小矢部出張所
毎月第3木曜日

ハローワーク滑川
毎月第3火曜日

ハローワーク氷見
毎月第1木曜日

高 岡

魚 津

砺 波

【開所日】月曜日～金曜日
（土・日・祝日および年末年始を除く）

【受付時間】 8：30～12：00
　　　　   13：00～17：00

■ 参 加 希 望 ■■ 問い合わせ先 ■
県社協

県健康・福祉人材センター
県保育士・保育所支援センター

076-432-6156

福祉の職場を目指すあなたを応援します！

  求人検索、
届出は

こちらから！
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障害者福祉制度への理解を深める 特 集特 集

参
加
と
自
立
を
目
的
に
、昭
和
18
年

８
月
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。多
様
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
、そ
の
利
用
者
で

あ
る
視
覚
障
害
者
の
意
向
を
尊
重

し
て
総
合
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う

創
意
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、自
立

し
た
生
活
を
地
域
社
会
に
お
い
て

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
ま
す
。

協
会
が
運
営
す
る
富
山
県
視
覚

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
愛
称：と

や
ま
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
）は
、昭
和

27
年
に
開
所
さ
れ
、県
内
視
覚
障
害

者
の
活
動
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

主
な
活
動
の
内
容

協
会
で
は
、同
行
援
護
従
事
者

研
修
会
の
開
催
や
、福
祉
機
器
・

日
常
生
活
用
具
の
紹
介
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。福
祉
機
器
・
日
常
生
活
用
具
に�

つ
い
て
は
、自
治
体
に
よ
る
給
付

制
度
が
あ
り
ま
す
が
、平
成
15
年

４
月
の「
支
援
費
制
度
」の
導
入
に

よ
り
、サ
ー
ビ
ス
水
準
の
地
域
間

格
差
が
生
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。当
会
で
は
各
市
町
村
に
対
し

て
、視
覚
障
害
者
が
必
要
と
し
て

い
る
福
祉
機
器
・
日
常
生
活
用
具

の
情
報
を
提
供
し
、給
付
の
要
望

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、令
和
元
年
６
月
に
は「
視

覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
読
書
バ

リ
ア
フ
リ
ー
法
）が
施
行
さ
れ
、令

和
２
年
７
月
に
国
の
基
本
計
画
が

示
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
を
踏
ま
え

て
、県
に
基
本
計
画
を
求
め
て
い

ま
す
が
、ま
だ
進
展
し
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。視
覚
障
害
者
等

の
読
書
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
い

く
た
め
、引
き
続
き
実
施
に
向
け

て
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
展
望

当
協
会
の
会
員
に
な
っ
て
い
な

い
視
覚
障
害
者
の
多
く
は
、補
装
具・�

日
常
生
活
用
具
の
給
付
や
同
行
援

護
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
知
ら
ず
に
困
っ
て
い
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。こ
う
し
た
方
々

に
対
し
、当
協
会
が
窓
口
と
な
っ
て

情
報
提
供
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

を
整
備
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、会
員
の
高
齢
化
と
新
入
会

員
の
減
少
に
よ
り
、組
織
の
弱
体
化

も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
し
、さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
い
く
た
め
に
も
、県
や
市
町
村
に

協
力
を
求
め
る
な
ど
し
て
会
員
増

を
図
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

育
成
会
の
概
要

　
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
は
、知
的
障

害
の
あ
る
人
を
支
え
る
親
や
家
族
、

支
援
者
で
構
成
さ
れ
た
会（
団
体
）

で
す
。富
山
県
で
は
、昭
和
32
年
に

結
成
さ
れ
、平
成
29
年
に
創
立
60
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
障
害
児（
者
）の
権
利
擁
護
団

体
」と
し
て
、障
害
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
、誰
も
が
地
域
で
支
え
合

い
、「
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
共
生
社
会
」の
実

現
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
の
内
容

　

当
会
で
は
、多
様
な
テ
ー
マ
で
の

研
修
会
や
、親
子
で
楽
し
め
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、障
害
の
あ
る
人
自

ら
が
企
画
運
営
す
る「
本
人
活
動
」

へ
の
支
援
な
ど
、様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、障
害
の
あ

る
人
や
家
族
の
声
を
ま
と
め
、県
や

市
町
村
に
対
し
、要
望
活
動
や
働
き

か
け
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、特
に
力
を
入
れ
て
取
り�

組
ん
で
き
た
の
が
、「
松
の
木
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」で
す
。知
的
障
害
の
あ
る

人
の
う
ち
、約
７
割
が
親
と
同
居
し

て
暮
ら
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。�

親
か
ら
は「
私
が
亡
く
な
っ
た
ら
、

子
ど
も
を
誰
に
託
せ
ば
い
い
の
か
」

「
子
ど
も
の
将
来
が
心
配
」と
い
っ
た

不
安
の
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
さ
な
か
、富
山
市
か

ら
富
山
市
育
成
会
に「
親
亡
き
後
相

談
支
援
研
究
事
業
」が
委
託
さ
れ
、

３
年
間
に
わ
た
っ
て
勉
強
会
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。親
た
ち
の
不
安

は
住
ま
い（
同
居
か
ら
の
出
口
）、引

継
、安
全（
地
域
生
活
）の
３
つ
に
集

約
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、親
た
ち
自
身

の
意
識
改
革
か
ら
行
動
へ
つ
な
げ

る
方
向
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
成
果
を
親
た
ち
が
自
ら「
親

向
け
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」と「
本
人
向

け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」に
ま
と
め
、令

和
３
年
に
発
行
。こ
の
活
動
を「
門

か
ぶ
り
の
松
」に
見
立
て
、「
松
の
木

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
称
し
ま
し
た
。　

　
今
後
は
県
内
各
地
域
で
冊
子
を

活
用
し
、地
域
の
皆
さ
ん
に「
知
っ

て
も
ら
う
、共
に
学
ぶ
」活
動
を
展

開
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
後
の
展
望

　

知
的
障
害
者
の
暮
ら
し
が
、「
施

設
か
ら
地
域
生
活
へ
」と
言
わ
れ
て

久
し
い
で
す
が
、そ
も
そ
も
地
域
に

お
け
る
受
け
皿
が
少
な
い
こ
と
が

問
題
だ
と
危
惧

し
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
や
提
供�

さ
れ
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
少
な
い
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、福
祉
に
携
わ
る
人

材
不
足
も
背
景
に
あ
る
の
で
は
と

感
じ
ま
す
。

　
「
子
ど
も
松
」が
、が
っ
ち
り
し

た
多
く
の
支
柱
の
も
と
で
安
心
し

て
育
つ
よ
う
に
、「
親
か
ら
地
域
社

会
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
」を
合
い

言
葉
に
、地
域
と
連
携
し
な
が
ら

引
続
き
共
生
社
会
へ
の
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と�

考
え
て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

�

一
般
社
団
法
人

　
富
山
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

　
富
山
市
安
住
町
５—

21

　

０
７
６—

４
４
１—

７
１
６
１

本人主体

親は控えにまわる

自
立
へ
の
道

（
親
子
分
離
） 出

口（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

一人
暮
ら
し
）

管
理（
お
金・生
活
）

安
全（
リ
ス
ク・地
域
）

老
化（
医
療・介
護
）

仕事・参加
友達・楽しみ ゆとり 備え

自立期 充実期 備え期
安
心
・
豊
か
さ

成
果

地
域
社
会
を
土
台

支
柱

"松の木プロジェクト"

一
般
社
団
法
人  

富
山
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

常
務
理
事（
事
務
局
長
）　
　
　
　
　
　
　
平
野�

幹
夫�

さ
ん

�

理
事（
権
利
擁
護
推
進
委
員
会
委
員
長
）　
細
川�

瑞
子�

さ
ん

○
問
い
合
わ
せ
先

　

�

社
会
福
祉
法
人

　
富
山
県
視
覚
障
害
者
協
会

　
富
山
市
磯
部
町
３—

８—

８

　
富
山
県
視
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　

０
７
６—

４
２
５—

６
７
６
１
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せ
っ
か
く
の
、

資
格
。

ご存知ですか？
あなたを生涯支える
介護の資格 届出制度

介護福祉士
の資格をお持ちの

皆さんへ

等

県社協　県健康・福祉人材センターから

　11月6日（日）にファボーレ（富山市）で開催された「介護の日フェスティバル」において、第9回「がんばる介護職員
応援事業」表彰式が行われ、県福祉人材確保対策会議の宮田伸朗会長から表彰状が授与されました。
　この表彰は、介護福祉士の資格を取得し、介護の職場において、中堅介護職
員として、新任職員等への助言・相談や職場のチームワークづくりに積極的に
取り組むとともに、一定の研修を修了され、技術等の向上にも努めている方を
表彰することにより、介護のやりがいや魅力を伝えるものです。

　表彰された20名の「がんばりすと」は、当センターウェブサイトで紹介して
います。ぜひご覧ください。（ 　　　　　　　　　　　　　　 　で検索）

はじめての福祉のお仕事サロンを
開催します！

はじめての福祉のお仕事サロンを
開催します！

　福祉の仕事についての基本的な内容や現場の状況など
について、キャリア支援専門員がていねいにお答えします。

●対象　福祉・介護分野に興味・関心のある求職者
●日時　 1月26日(木) 13：30～16：00

2月17日(金) 13：30～16：00
●会場　サンシップとやま
●定員　各月10名（先着順）
　　　　※事前に下記へご連絡ください。

県内ハローワークにて
出張相談をおこなっています！
県内ハローワークにて

出張相談をおこなっています！
　県内6か所のハローワークで、「福祉・介護のお仕事相談
コーナー」を開設しています。キャリア支援専門員が、就職
活動のアドバイスや、求職者の円滑な就労・定着をお手
伝いします。

＜相談コーナー開設日＞

20名の介護の中堅職員「がんばりすと」が
表彰されました！

福祉のお仕事 検索

福祉・介護の
求人情報を

WEBで！

宮田会長と「がんばりすと」（被表彰者）
介護の中堅職員がんばりすと 検索

小矢部

滑川

氷見

ハローワーク高岡
毎月第4火曜日

ハローワーク魚津
毎月第1・第3水曜日

ハローワーク砺波
毎月第2・第4金曜日

ハローワーク砺波
小矢部出張所
毎月第3木曜日

ハローワーク滑川
毎月第3火曜日

ハローワーク氷見
毎月第1木曜日

高 岡

魚 津

砺 波

【開所日】月曜日～金曜日
（土・日・祝日および年末年始を除く）

【受付時間】 8：30～12：00
　　　　   13：00～17：00

■ 参 加 希 望 ■■ 問い合わせ先 ■
県社協

県健康・福祉人材センター
県保育士・保育所支援センター

076-432-6156

福祉の職場を目指すあなたを応援します！

  求人検索、
届出は

こちらから！

2023.1 No.4675
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対
す
る
分
析
力
を
高
め
る
た
め
の

演
習
や
、問
題
解
決
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
企
画
に
必
要
な
情
報
や
知
識
、

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
開
発
の
必
要
性

に
つ
い
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
は
、受
講
者
が

支
援
者
、当
事
者
、観
察
者
役
を
交

代
し
な
が
ら
演
じ
、各
立
場
か
ら

感
情
や
か
か
わ
り
の
変
化
な
ど
に

つ
い
て
気
づ
き
を
広
め
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は「
様
々
な
事
例

を
共
有
で
き
て
良
か
っ
た
」、「
違
う

職
種
の
方
と
交
流
し
演
習
を
行
う

こ
と
は
大
変
有
意
義
で
、講
師
か

ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
助
言
を
も
ら

え
た
」な
ど
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

様
々
な
事
例
を
題
材
に

演
習

　
大
橋
学
長
か
ら
は
、「
生
き
づ
ら

さ
、生
活
の
し
づ
ら
さ
を
抱
え
る

人
が
地
域
と
つ
な
が
り
、当
事
者

自
身
が
幸
福
を
追
求
し
て
い
け

る
よ
う
に
、当
事
者
の
心
情
や
価

値
観
、希
望
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
」、「
地
域
共
生
社
会
が
目
指
さ

れ
る
中
、住
民
自
身
が
地
域
の
問

題
に
対
し
偏
見
や
差
別
を
も
た

ず
、問
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
た

め
に
、住
民
活
動
の
促
進
や
行
政

と
の
協
働
を
媒
介
さ
せ
、必
要
な

資
源
を
つ
な
げ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
機
能
が
今�

求
め
ら
れ
て
い
る
」な
ど
の
講
義

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、県
内
の
事
業
所
か
ら
提

供
の
あ
っ
た
事
例
の
ほ
か
、想
定

さ
れ
る
困
難
ケ
ー
ス
や
実
際
に
受

講
者
が
関
わ
っ
た
ケ
ー
ス
を
題
材

に
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、演
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

８
０
５
０
問
題
や
ひ
き
こ
も

り
、ゴ
ミ
屋
敷
、移
動
困
難
者
な
ど

地
域
に
お
け
る
様
々
な
福
祉
課
題

に
対
し
、そ
の
背
景
や
ニ
ー
ズ
に

　

県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、「
地

域
包
括
ケ
ア
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
研
修
～
地
域

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
職

種
横
断
的
研
修
～
」
を
10
月
20
、�

21
日
、12
月
7
、8
日
の
4
日
間
に

わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
、県
福
祉
カ
レ
ッ

ジ
大
橋
謙
策
学
長
、富
山
国
際
大

学
子
ど
も
育
成
学
部
村
上
満
教

授
、同
相
山
馨
教
授
を
お
招
き
し

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
講
者
に
は
、社
協
を
は
じ
め

相
談
支
援
事
業
所
、地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、行
政
の
相
談
員
等

か
ら
の
参
加
が
あ
り
17
名
の
方
が

修
了
さ
れ
ま
し
た
。

○
知
っ
て
お
き
た
い
福
祉
情
報
○

福
祉
職
に
求
め
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
視
点
学
ぶ

社
会
福
祉
施
設
経
営
相
談
室
か
ら

「
基
本
金
の
会
計
上
の
取
扱
い
」

�
　

専
門
経
営
相
談
員　

中
村　
厚（
公
認
会
計
士・税
理
士
）

⑴
基
本
金
の
概
念

基
本
金
と
は「
社
会
福
祉
法
人
が

事
業
開
始
等
に
当
っ
て
財
源
と

し
て
受
け
取
っ
た
寄
附
金
の
額

を
計
上
す
る
も
の
」と
さ
れ
て
い

ま
す
。

⑵
基
本
金
の
構
成

基
本
金
は
次
の
１
、２
、３
号
か

ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

①
第
1
号
基
本
金

社
会
福
祉
法
人
の
設
立
並
び

に
施
設
の
創
設
及
び
増
築
等

の
た
め
に
基
本
財
産
等
を
取

得
す
べ
き
も
の
と
し
て
指
定

さ
れ
た
寄
附
金
の
額

（
留
意
点
）

イ�「
設
備
の
更
新
、改
築
等
」に

係
る
寄
附
金
は
対
象
に
は

含
め
ま
せ
ん
。

ロ�

地
方
公
共
団
体
か
ら
無
償

又
は
低
廉
譲
受
し
た
土
地・

建
物
の
評
価
額（
ま
た
は
評

価
差
額
）に
つ
い
て
は
寄
附

金
と
せ
ず
、国
庫
補
助
金
等

に
含
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

②
第
２
号
基
本
金

前
号
の
資
産
の
取
得
等
に
係

る
借
入
金
の
元
金
償
還
に
充

て
る
も
の
と
し
て
指
定
さ
れ

た
寄
附
金
の
額

③
第
３
号
基
本
金

施
設
の
創
設
及
び
増
築
時
等

に
運
転
資
金
に
充
て
る
た
め

に
収
受
し
た
寄
附
金
の
額

⑶
基
本
金
組
入
れ

基
本
金
へ
の
組
入
れ
は
、基
本
金

対
象
と
な
る
寄
附
金
を
事
業
活

動
計
算
書
の
特
別
収
益
に
計
上

し
た
後
、そ
の
収
益
に
相
当
す
る

額
を
基
本
金
組
入
額
と
し
て
特

別
費
用
に
計
上
し
て
行
い
ま
す
。

複
数
の
施
設
に
対
し
て
一
括
し

て
寄
附
金
を
受
け
入
れ
た
場
合

に
は
、最
も
合
理
的
な
基
準
に�

基
づ
い
て
各
拠
点
区
分
に
配
分

す
る
こ
と
と
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

⑷
基
本
金
取
崩
し
の
要
件
等

基
本
金
の
取
崩
し
は
、以
下
の
場

合
に
行
わ
れ
ま
す
。

「
イ
事
業
の
一
部
又
は
全
部
を
廃

止
す
る
」か
つ

「
ロ
基
本
金
組
入
対
象
と
な
っ
た

基
本
財
産
又
は
そ
の
他
の
固
定

資
産
が
廃
棄
さ
れ
又
は
売
却
さ

れ
る
」

例
え
ば
、基
本
金
対
象
の
固
定

資
産
を
廃
棄
し
て
も
、そ
の
事
業

自
体
が
継
続
し
て
い
れ
ば
基
本
金

は
取
り
崩
さ
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、留
意
を
要
し
ま
す
。

事
業
廃
止
か
つ
固
定
資
産
廃

棄
等
の
場
合
は
当
該
事
業
に
関

し
て
組
み
入
れ
ら
れ
た
基
本
金

の
一
部
又
は
全
部
の
額
を
取
り

崩
し
、そ
の
金
額
を
事
業
活
動
計

算
書
の
繰
越
活
動
増
減
差
額
の

部
に
計
上
し
ま
す
。

演習に取り組む受講者
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11
月
24
日
、県
総
合
福
祉
会
館

に
お
い
て
、生
命
保
険
協
会
富
山

県
協
会（
以
下
、県
協
会
）よ
り
、氷

見
市
社
協
に
福
祉
巡
回
車
の
寄
贈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
協
会
に
よ
る
車
の
寄
贈
は
平

成
４
年
度
よ
り
行
わ
れ
て
お
り
、

今
年
度
ま
で
、あ
わ
せ
て
55
台
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

寄
贈
式
で
は
、県
協
会
の
箭
内

明
仁
会
長
よ
り
趣
旨
説
明
が
あ
っ

た
後
、氷
見
市
社
協
七
分
由
紀
雄

常
務
理
事
へ
目
録
と
車
の
キ
ー
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、

氷
見
市
社
協

の
七
分
常
務

理
事
よ
り
謝

辞
が
あ
り
ま

し
た
。

福
祉
巡
回

車
は
氷
見
市

社
協
に
お
い

て
、
住
民
の

福
祉
活
動
の

支
援
や
地
域

へ
の
訪
問
等

に
使
用
さ
れ

ま
す
。

【
研
修
会
参
加
費
】

　
無
料

【
申
し
込
み
】

　

郵
便
は
が
き
に
、郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を�

記
入
の
う
え
、本
会「
シ
ニ
ア
タ
レ

ン
ト
・
語
り
部
研
修
会
係
」ま
で

【
締
め
切
り
】

　
令
和
５
年
１
月
25
日（
水
）

昨年度の養成研修会

シ
ニ
ア
タ
レ
ン
ト
・
語
り
部
に

登
録
し
ま
せ
ん
か

【
対
象
】

　
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
、長
年

に
わ
た
っ
て
培
っ
た
知
識・技
能
を

地
域
社
会
で
活
用
し
活
動
す
る
意

欲
の
あ
る
方

【
日
時
】

　
令
和
５
年
２
月
８
日（
水
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時
半（
予
定
）

【
会
場
】

　
サ
ン
シ
ッ
プ
と
や
ま
福
祉
ホ
ー
ル

【
内
容
】

○
講
義
：�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
富
山
県
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

�

大
橋　
和
子�

氏

○
講
演
：
ウ
ク
レ
レ
講
師

�

ト
ミ
ー
藤
原�

氏

○
活
動
事
例
発
表
：

　

�

シ
ニ
ア
タ
レ
ン
ト
・

語
り
部
バ
ン
ク
登

録
者
２
名

行
い
、収
穫
物
の
一
部
は
こ
ど
も
食

堂
に
提
供
し
て
い
ま
す
。②
で
は

月
２
回
、ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

場
、そ
し
て
子
供
た
ち
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
場
と
し
て
使
用
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。③
で
は
生
活
課
題

に
も
関
わ
り
、人
生
を
伴
走
す
る
姿

勢
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。④
に

つ
い
て
は
２
カ
所
の
運
営
と
１
カ

所
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、認
知
症

の
理
解
を
目
的
と
し
た
地
域
啓
発

活
動
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
に
な
が
わ
光
風
苑
」は
町

内
会
と「
防
災
時
に
お
け
る
協
定
」

を
結
ん
で
お
り
、相
互
で
の
災
害
時

の
救
済
体
制
を
目
指
し
、合
同
訓
練

や
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
光
風
会
は
、こ
れ

か
ら
も
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
地

域
住
民
と
共
に
考
え
、人
の
幸
せ
の

た
め
に
働
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
光
風
会
は
、昭
和

57
年
４
月
に
富
山
県
内
で
７
番
目�

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
富
山�

シ
ル
バ
ー
ホ
ー
ム（
現
在
の
に
な
が

わ
光
風
苑
）」を
開
所
し
ま
し
た
。当

初
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
併
設
し
た

定
員
50
人
の
施
設
で
し
た
が
、地
域

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、事
業
を
拡
大
し

な
が
ら
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
に
は「
人
を
大
切
に　

地
域
と
と
も
に　
未
来
を
創
る
」と

理
念
を
変
え
、法
人
の
地
域
に
対
す

る
姿
勢
を
示
し
、積
極
的
に
公
益
的

な
取
組
に
も
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
て
か
ら
は

様
々
な
行
事
を
通
し
た
取
り
組
み

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、①
畑

作
業
を
通
し
た
地
域
共
生
社
会
へ

の
取
り
組
み
②
不
登
校
の
子
ど
も

と
親
の
会
の
集
い
の
場
の
提
供
③

複
雑
で
多
様
な
課
題
を
抱
え
て
い

る
方
の
、そ
の
方
の
状
況
に
応
じ

た
就
労
支
援
④
認

知
症
カ
フ
ェ
等
、こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、

「
人
」「
地
域
」「
未
来
」

を
意
識
し
、活
動
を

継
続
し
て
い
ま
す
。

①
で
は
、障
害
児・

者
、高
齢
者
、地
域
住

民
と
と
も
に
作
業
を�

社
会
福
祉
法
人
光
風
会（
富
山
市
）

我
が
社
会
福
祉
法
人
の

 

地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組

「
県
生
命
保
険
協
会
よ
り

氷
見
市
社
協
へ
福
祉
巡
回

車
を
寄
贈
」

不登校の子どもと親の会

畑作業の様子

県
社
協
い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー
か
ら

シ
ニ
ア
タ
レ
ン
ト・語
り
部
　
養
成
研
修
会
参
加
者
募
集

○
問
い
合
わ
せ
先　
県
社
協�

県
い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー

　

０
７
６—

４
３
２—

６
０
１
０　

０
７
６—
４
３
２—

６
０
０
９

　
Ｅ
メ
ー
ル　

vita@
w
el.pref.toyam

a.jp ＊
シ
ニ
ア
タ
レ
ン
ト・
語
り
部
を

地
域
の
行
事・子
ど
も
の
活
動
な
ど

に
紹
介・派
遣
し
て
い
ま
す
。
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Ｑ 

設
立
の
経
緯
は
？

平
成
14
年
、中
央
競
馬
馬
主
社

会
福
祉
財
団
が
募
集
す
る
民
間
社

会
福
祉
施
設
職
員�

海
外
研
修
生
に

選
ば
れ
、単
身
で
ア
メ
リ
カ
、デ
ン

マ
ー
ク
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
渡

り
、４
ヵ
月
か
け
て
今
後
の
福
祉
の

在
り
方
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。そ
れ

が
今
の
私
の
福
祉
活
動
に
お
け
る

原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
か
ら
は
、認
知
症
の
方

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法�

で
あ
る「
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
」を�

学
び
、実
践
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
、認
知
症
高
齢

者
の
言
動
や
行
動
を
意
味
の
あ
る

こ
と
と
し
て
捉
え
、共
感
す
る
こ
と

が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
認
知
症
高
齢
者
に「
バ
リ

デ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
幸
せ
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
思
い
、そ
の
発
信

地
と
し
て
平
成
22
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
を
設
立
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
運
営
や
居
宅
介
護
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

木
こ
こ

ち
」。バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
で
の
普
及
啓
蒙
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。代
表
の
亀
田
司
さ
ん
に
、活
動
へ
の
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ 
現
在
の
活
動
は
？

「
人
と
人
と
の
優
し
い
つ
な
が
り
」

と
い
う
理
念
を
掲
げ
、認
知
症
と
診

断
さ
れ
た
要
支
援
～
要
介
護
の
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム�

「
木
こ
こ

ち
」を
運
営

す
る
ほ
か
、

入
善
町
を

拠
点
に
居

宅
介
護
支

援
事
業
を

行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
啓

蒙
活
動
と
し
て
、地
域
の
在
宅
高
齢

者
や
他
施
設
の
職
員
を
対
象
と
し
た

研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
も
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

今
後
の
活
動
、目
標
は
？

地
域
で
高
齢
化
が
進
む
な
か
に�

お
い
て
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
増
設
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、施
設
に
入
所
し
て
い
る
高

齢
者
の
幸
福
度
を
高
め
る
こ
と
も

大
事
で
す
が
、地
域
で
暮
ら
す
こ
と

こ
そ
が
そ
の
方
の
幸
せ
の
実
現
に

つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
、在
宅
高
齢
者
へ
の
支
援
が
私

の
責
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。バ
リ

デ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、認
知
症
を

持
つ
お
年
寄
り
、特
に
在
宅
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、引

き
続
き
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
」を
通
し
て

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
を
目
指
す

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

木
こ
こ
ち（
黒
部
市・入
善
町
）

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
在
宅

生
活
が
、よ
り
豊
か
で
快
適
に
な
る
よ
う
、ご
本
人
に
適
し
た

福
祉
用
具
の
選
び
方
や
住
ま
い
づ
く
り
な
ど
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。ま
た
、必
要
に
応
じ
て
自
宅
へ
の
出
張
相
談（
無
料
）も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、当
セ
ン
タ
ー
の
展
示
品
の
中
か
ら
今
年
新
た
に
展
示
し
た
２
点
を�

ご
紹
介
し
ま
す
。

福
祉
用
具
展
示
品
の
ご
紹
介

県
社
協
　
県
介
護
実
習・普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

超
音
波
を
利
用
し
て
、尿
の
た

ま
り
具
合
の
目
安
が
分
か
る
、排
尿

タ
イ
ミ
ン
グ
予
測
支
援
デ
バ
イ
ス

で
す
。

　

尿
意
が
曖
昧
で
あ
っ
た
り
、尿

意
が
無
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

ト
イ
レ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
う
ま
く

合
わ
な
い（
分
か
ら
な
い
）方
で

も
、ト
イ
レ
あ
る
い
は
ト
イ
レ
誘

導
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ど
う
か
確
認

で
き
ま
す
。ま
た
、適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、

利
用
者
様
の
尊
厳
の
ケ
ア
に
つ
な

が
り
ま
す
。

【
メ
ー
カ
ー
】

　
株
式
会
社
リ
リ
ア
ム
大
塚

【
参
考
価
格
】

　

９
９
，０
０
０
円（
税
込
）

　

心
拍
・
呼�

吸
・
離
着
床
・

睡
眠
の
状
態

な
ど
を
離
れ

た
場
所
か
ら

見
守
る
こ
と

が
で
き
る
、

マ
ッ
ト
型
の

見
守
り
支
援

介
護
ロ
ボ
ッ

ト
で
す
。

　

訪
室
の
合

間
も
ａ
ａ
ｍ
ｓ
が
24
時
間
ご
利
用

者
の
様
子
を
見
守
る
こ
と
で
、見

守
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

【
メ
ー
カ
ー
】

　
株
式
会
社
バ
イ
オ
シ
ル
バ
ー

【
参
考
価
格
】

　

１
８
４
，８
０
０
円（
税
込
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　
県
社
協　
県
介
護
実
習・普
及
セ
ン
タ
ー

　

０
７
６—

４
３
２—

６
３
０
５

○
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

木
こ
こ
ち

　
黒
部
市
立
野
１
２
９—

１

　
代
表�

亀
田　
司
さ
ん

　

０
７
６
５—

３
２—

５
３
６
３

黒部市で運営する
グループホーム「木ここち」

入居者との交流も
積極的に行う
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あ
か
い
は
ね

�

ト
ピ
ッ
ク
ス

に
も
使
わ
れ
ま
す
。

　
12
月
１
日
か
ら
25
日
ま
で
実
施

さ
れ
た「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ

い
」の
寄
付
金
は
、県
内
の
高
齢

者
・
障
が
い
者
・
児
童
福
祉
関
係
施

設
等
の
年
末
年
始
の
事
業
や
、障

が
い
の
あ
る
方
の
就
労
支
援
を
図

る
た
め
の
備
品
整
備
等
に
役
立
て

る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

テ
ー
マ
型
募
金
が

は
じ
ま
り
ま
す

　

テ
ー
マ
を
設
け
て
地
域
課
題

や
社
会
課
題
解
決
に
取
り
組
む

「
テ
ー
マ
型
募
金
」を
左
記
の
と
お

り
１
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で

実
施
し
ま
す
。ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
地
域
食
堂
の
起
ち
上
げ
支
援
募
金

　
滑
川
市
共
同
募
金
委
員
会

　

℡
０
７
６—

４
７
５—

７
０
０
０

●�

あ
っ
た
か
雪
募
金（
豪
雪
地
に
お
け

る
独
居
高
齢
者
等
の
除
雪
支
援
）

　
黒
部
市
共
同
募
金
委
員
会

　

℡
０
７
６
５—

５
４—

１
０
８
２

●
地
域
食
堂
支
援
募
金

　
立
山
町
共
同
募
金
委
員
会

　

℡
０
７
６—

４
６
３—

３
３
５
６

第
76
回
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
に
つ
い
て

　
第
76
回
と
な
る
赤
い
羽
根
共
同�

募
金
運
動
が「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く�

す
る
し
く
み
。」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
、10
月
か
ら
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

（
11
月
30
日
現
在
集
計

７
２
，８
１
６
，６
８
９
円
）

　
県
民
の
皆
様
方
か
ら
の
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
、関
係
者
一
同
深

く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
募
金

は
、令
和
５
年
度
に
県
内
の
福
祉

施
設
や
福
祉
関
係
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
行
う�

地
域
福
祉
活
動
等
に
助
成
し
、�

高
齢
者
、障
が
い
者
、子
ど
も
た
ち

な
ど
を
支
援
す
る
活
動
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
、

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
や
運
営
な
ど
被
災
地
支
援

こ
れ
ま
で
６
万
枚
以
上
の
古
切
手
を

団
体
へ
寄
付
で
き
た
と
い
い
ま
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
と
聞
き
ま
す
。ベ
ル

マ
ー
ク・
古
切
手
収
集
の
よ
う
な

自
分
の
ペ
ー
ス
で
で
き
る
活
動
で
、�

若
い
世
代
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
」と

川
田
さ
ん
。ま
た「
旧
庁
舎
が
ど
う

な
る
か
は
ま
だ
未
定
で
す
が
、市

民
が
集
い
、利
活
用
で
き
る
場
に

な
っ
て
ほ
し
い
」と
活
動
の
展
望

を
話
し
ま
す
。

地
域
住
民
に
ベ
ル
マ
ー
ク
・
古�

切
手
の
寄
付
を
呼
び
か
け
て
い
る

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
地
」。旧
城
端

庁
舎
で
新
し
い
繋
が
り
や
場
作
り

を
模
索
す
る
社
会
実
験
活
動「
あ

そ
び
ば
」の
一
環
と
し
て
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。代表　川田真紀さん

　

活
動
の
き
っ
か
け
は
、
市
内

４
ヵ
所
に
あ
っ
た
庁
舎
が
統
合
さ

れ
た
こ
と
。旧
城
端
庁
舎
の
活
用

を
図
る
城
端
地
域
提
言
実
現
検
討

組
織
の
有
志
た
ち
が
、「
旧
城
端
庁

舎
を
た
く
さ
ん
の
人
が
楽
し
く
活

用
で
き
る
場
所
に
し
た
い
」「
コ
ロ

ナ
禍
で
も
社
会
と
ゆ
る
く
繋
が
れ

る
場
所
を
実
験
的
に
作
り
た
い
」

と
、令
和
２
年
９
月
か
ら
旧
城
端

庁
舎
２
階
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
で

「
あ
そ
び
ば
」の
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
ベ
ル
マ
ー
ク
収
集

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、代
表
の
川

田
さ
ん
が「
城
端
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
な
れ
ば
」と
始
め
た
も

の
で
す
。「
あ
そ
び
ば
」に
設
置
し

た
収
集
箱
に
集
ま
っ
た
ベ
ル
マ
ー

ク
を
整
理
・
集
計
し
、
こ
れ
ま
で�

約
１
万
５
千
点
を
城
端
小
学
校
に

届
け
て
き
ま
し
た
。「
子
ど
も
が
大

き
く
な
っ
て
も
ベ
ル
マ
ー
ク
を
集

め
る
の
が
癖
に
な
っ
て
い
る
」と
い

う
地
域
住
民
の
声
も
あ
る
そ
う
で
、

川
田
さ
ん
は「
地
域
の
方
々
の
子

ど
も
た
ち
を
思
う
気
持
ち
が
形
に

な
っ
て
う
れ
し
い
」と
話
し
ま
す
。

ま
た
、南
砺
市
社
協
の
紹
介
で
、

令
和
４
年
か
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

グ
ル
ー
プ「
お
い
も
の
サ
ラ
ダ
＠�

か
が
や
き
」
に
古
切
手
の
整
理�

を
担
っ

て
も
ら

え
る
こ

と
に
な

り
ま
し

た
。
同

グ
ル
ー

プ
と
の

連
携
に

よ
り
、

旧
庁
舎
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
で

　
　
　
ベ
ル
マ
ー
ク
・
古
切
手
を
収
集

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
地（
南
砺
市
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　
南
砺
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

０
７
６
３—

８
２—

０
９
０
６

○
問
い
合
わ
せ
先

　
県
共
同
募
金
会　

0
７
６—

４
３
１—

９
８
０
０

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w
.akaihane-toyam

a.or.jp

地域のイベントでも
ベルマーク・古切手の収集を行う

古切手の整理は
市内のボランティアグループと連携
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あ
る
人
の
こ
と

を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
中
島
さ

ん
の
強
い
想
い

も
あ
り
、こ
こ
数
年
は
自
社
商
品

に
力
を
入
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
障
害
の
あ
る

人
と
地
域
の
人
が
関
わ
る
機
会
を

創
出
し
な
が
ら
、社
会
貢
献
に
繋

が
る
商
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

「
ど
ん
な
に
小
さ
な
一
歩
も
見
逃

さ
ず
、利
用
者
の
成
長
を
認
め
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
」と
事

業
統
括
責
任
者
の
中
島
さ
ん
。令

和
４
年
７
月
に
は
加
工
場
を
備
え

た
新
社
屋
に
移
転
し
、こ
れ
ま
で

以
上
に
利
用
者
が
働
き
や
す
い
環

境
を
整
え
ま
し
た
。

一生懸命作業に取り組む利用者

「
わ
く
わ
く
フ
ァ
ー
ム
き
ら
り
」

は
も
と
も
と
委
託
の
仕
事
が
９
割

を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、「
障
害
の

利
用
者

は
野
菜
の

収
穫
を
は�

じ
め
、
折

れ
た
葉
な

ど
を
取
り

除
く
調
整

作
業
、
袋

へ
の
シ
ー
ル
貼
り
、段
ボ
ー
ル
の

組
み
立
て
、
薪
割
り
な
ど
、個
々

が
持
っ
て
い
る
特
性
を
活
か
し
た

作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

い
る
の
が
白
ネ
ギ
。冬
に
は
厳
し
い

寒
さ
に
耐
え
て
甘
み
を
増
し
た「
雪

割
り
ネ
ギ
」を
雪
の
下
か
ら
収
穫
し

て
い
ま
す
。数
年
前
に
水
耕
栽
培
用

の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
購
入
し
て

か
ら
は
、農
薬
不
使
用
の
ほ
う
れ
ん

草
、水
菜
、セ
ロ
リ
、パ
ク
チ
ー
な
ど

の
葉
物
野
菜
を
無
農
薬
で
栽
培
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
野
菜
は「
地
場
も
ん
屋
」や「
そ
よ

か
ぜ
農
産
物
直
売
所
」な
ど
の
県

内
直
売
所
の
ほ
か
、市
場
を
通
し
て

ス
ー
パ
ー
な
ど
に
も
出
回
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、和
歌
山
県・熊
野
古
道

の
ほ
う
じ
茶
を
使
っ
た
加
工
品
も

製
造
し
、の
み
の
市
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

ほうじ茶と加工したようかん

多
機
能
型
事
業
所「
わ
く
わ
く

フ
ァ
ー
ム
き
ら
り
」は
、立
山
町
で

障
害
の
あ
る
方
々
と
農
福
連
携
に�

取
り
組
ん
で
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

ク
ラ
シ
ー
ズ
の
就
労
支
援
部
門
で�

す
。ク
ラ
シ
ー
ズ
の
理
念
は「
と
も

に
生
き
る�

と
も
に
く
ら
す�

と
も
に

は
た
ら
く
」。同
法
人
が
運
営
す
る

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
入
居
者
を
あ

わ
せ
た
約
40
名
の
利
用
者
が
、野
菜�

の
栽
培・
加
工
な
ど
に
携
わ
っ
て�

い
ま
す
。

自社ファームで栽培した野菜

自
社
フ
ァ
ー
ム
の
野
菜
は
食
べ

る
人
の
こ
と
を
思
い
、で
き
る
限
り

農
薬
を
使
わ
ず
に
育
て
て
い
ま
す
。

以
前
か
ら
力
を
入
れ
て
栽
培
し
て

わ
く
わ
く
フ
ァ
ー
ム
き
ら
り（
立
山
町
）

出荷するうえで重要な調整作業

事業統括責任者　中島大地さん

○
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
ク
ラ
シ
ー
ズ

　
富
立
山
町
上
金
剛
寺
５
６
３

　

０
７
６—

４
６
３—

１
３
７
７
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式
典
で
は
、本
県
の
社
会
福
祉

推
進
の
功
労
者
に
、県
知
事
、県
社

協
会
長
、県
共
募
会
長
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
状
と
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。（
県
知
事
表
彰
８
名
、県

知
事
感
謝
88
名
、県
社
協
会
長
表

彰
１
１
８
名
・
10
団
体
、県
社
協
会

長
感
謝
４
団
体
、県
共
募
会
長
表

彰
３
名
・
１
団
体
、県
共
募
会
長
感

謝
24
名
・
９
団
体
）

大会宣言案を朗読する
富山ケアネットワークの西村事務局長

議
事
で
は
、す
べ
て
の
人
々
が
、

年
齢
や
性
別
、障
害
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、皆
が
互
い
を
認
め
合
い
、

支
え
合
い
な
が
ら
、社
会
や
人
と
つ

な
が
り
、主
体
的
に
参
画
で
き
る
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、努
力

し
て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
住
民
が
地
域
福
祉
活
動
に

主
体
的
に
参
加
す
る
た
め
の
土
壌�

づ
く
り
」、「
福
祉
人
材
の
確
保
・�

定
着
、育
成
」な
ど
、８
項
目
か
ら
な

る
大
会
決
議
が
満
場
一
致
で
採
択

10
月
24
日
、県
社
会
福
祉
協
議

会（
県
社
協
）は
、県
共
同
募
金
会

（
県
共
募
）と
の
共
催
に
よ
り
、第

69
回
富
山
県
社
会
福
祉
大
会
を
富

山
県
民
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、新
田
八
朗
県

社
協
会
長
は
、「
少
子
高
齢
化
や

地
域
社
会
の
関
係
性
の
希
薄
化
、

さ
ら
に
は
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
り
、福
祉
ニ
ー
ズ
が
多
様

化
・
複
雑
化
し
、困
窮
世
帯
の
増
加

や
孤
独
・
孤
立
の
問
題
が
深
刻
化

し
て
い
る
。こ
う
し
た
課
題
を
解

決
し
、県
民
一
人
ひ
と
り
が
、住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る『
地
域
共
生
社
会
』を
実
現
す

る
た
め
に
は
、福
祉
関
係
者
と
行

政
、地
域
住
民
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と

な
っ
て
重
層
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
だ
。」と
挨
拶
し
ま

し
た
。

新田県社協会長（左）から
表彰状を受け取る代表受領者

さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、日
本
女
子
大

学
名
誉
教
授
で
あ
り
、一
般
社
団

法
人
日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
の
代
表

理
事
を
務
め
る
堀
越
栄
子
氏
が
、

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？　
～
気
づ
く・
理
解
す
る・

支
援
す
る
～
」と
題
し
、具
体
的
な�

事
例
を
交
え
な
が
ら
、ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
現
状
や
課
題
、包
括
的
に

支
援
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
な

ど
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
は
、子
ど

も
と
家
族
へ
の
包
括
的
支
援
の
観

点
か
ら
す
す
め
て
こ
そ
効
果
が
あ

る
。ケ
ア
ラ
ー
が
抱
え
て
い
る
困

難
は
、既
存
の
福
祉
施
策
の
み
で

は
カ
バ
ー
で
き
な
い
と
い
う
認
識�

が
必
要
だ
。」と
の
言
葉
に
、大
き
く

頷
き
、共
感
す
る
様
子
の
参
加
者

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

ヤングケアラー支援を考える記念講演

11
月
10
日
、県
社
会
福
祉
協
議

会（
県
社
協
）は
、富
山
県
庁
に
お

い
て
、有
賀
県
厚
生
部
長
に
令
和

５
年
度
予
算
要
望
書
を
手
交
し
ま

し
た
。

県
社
協
の
髙
城
繁
副
会
長
、尾

崎
憲
子
副
会
長
が
、市
町
村
社
会

福
祉
協
議
会
や
社
会
福
祉
法
人
・

施
設
な
ど
関
係
団
体
の
現
状
を
踏

ま
え
、「『
地
域
共
生
社
会
』の
実
現

に
向
け
た
地
域
福
祉
の
基
盤
強
化

と
包
括
的
な
支
援
の
提
供
」「
福
祉

人
材
の
確
保
・
定
着
、育
成
」「
災
害

時
に
対
応
で
き
る
地
域
づ
く
り
の

推
進
」な
ど
の
要
望
内
容
を
説
明

し
ま
し
た
。

富
山
県
に
令
和
５
年
度

予
算
要
望
書
を
提
出髙城副会長（右）が有賀県厚生部長に

予算要望書を手交

県内の社会福祉事業振興や地域福祉推進のために
活用させていただきます。

●日本海ガス株式会社　様� 300,000円

ご寄付ありがとうございますご寄付ありがとうございます

●寄付者一覧　令和4年10月1日から11月30日まで

と
も
に
生
き
、と
も
に
支
え
合
う
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
！
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大
会
を
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催

令和4年11月28日、創立80周年を迎えられた
日本海ガス株式会社　取締役　リビング事業本部長　
高野光由様（左）から県社協　柴雅棋専務理事へ

「第60回ガス展 2022」の収益金から寄付金を贈呈



（福）富山県社会福祉協議会広報誌

スマートフォン用アプリ「Uni-Voice」
または「Uni-Voice Blind」を使えば
情報を音声で読み上げると同時に、テキストで表示されます。 この広報誌は共同募金の助成を受けています。

●ウェブサイト https://www.toyama-shakyo.or.jp/
●メール　　　info@toyama-shakyo.or.jp

本誌に関するご意見・ご感想をお聞かせください。

ハーティは富山県のボランティア活動のマスコットマークです。 ハーティ

アクセス
してね！

社会福祉法人　富山県社会福祉協議会は
住民主体の地域福祉の理念に基づき、だれもが安心して
暮らすことができる福祉社会の実現をめざし、県内の民生
委員・児童委員、福祉施設、福祉従事者、ボランティア等で
構成する、公共性と自主性をもつ民間社会福祉組織です。
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児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、発
達
の
気
に

な
る
子
ど
も
た
ち
の
発
達
支
援
や
相
談
支
援
を

行
う
機
関
で
す
。日
々
か
か
わ
る
子
ど
も
た
ち

や
そ
の
ご
家
族
の
思
い
を
受
け
止
め
る
中
で
、

私
自
身
、多
く
の
気
づ
き
と
学
び
を
実
感
し
て�

い
ま
す
。特
に
子
ど
も
に
は「
ほ
め
ら
れ
る
」

「
共
感
さ
れ
る
」「
安
心
で
き
る
人
や
場
所
が�

あ
る
」こ
と
、そ
し
て
家
族
は
子
育
て
に
つ
い
て�

「
話
せ
る
場
所（
相
談
で
き
る
場
所
）が
あ
る�

こ
と
」が
子
ど
も
た
ち
の
発
達
の
土
台
と
な
る

と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

私
も
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る
と
き
、ど
の�

よ
う
に
ほ
め
る
と
伝
わ
り
や
す
い
か
と
よ
く�

考
え
ま
す
。「
す
ご
い
ね
ー
！
」と
大
き
な
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
で
ほ
め
る
、ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
し

な
が
ら
ɡ
ｏ
ｏ
d
サ
イ
ン
送
る
、静
か
に
頭
を
な

で
て
ほ
め
る
…
満
足
感
が
得
ら
れ
る
ほ
め
方

は
、お
子
さ
ん
の
性
格
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
面
を
見
な
が
ら
、ほ
め
方
も
変
え
る
よ
う
に

意
識
し
て
い
ま
す
。

よ
く
ご
家
族
の
相
談
の
な
か
で
、「
ほ
め
る
と�

こ
ろ
あ
り
ま
す
か
？
」「
で
き
て
当
た
り
前
の�

行
動
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」と
聞
か
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。私
自
身
そ
の
言
葉
を
聞
く
と
、�

実
は
…
チ
ャ
ン
ス
！
と
思
っ
て
い
ま
す
。靴
を

履
く
こ
と
、お
母
さ
ん
と
一
緒
に
手
を
つ
な
い

で
歩
く
こ
と
、お
片
付
け
を
大
人
と
一
緒
に
し

よ
う
と
す
る
こ
と
…
で
き
て
い
て
当
た
り
前
と

思
っ
て
い
る
こ
と
が
、実
は
、「
ほ
め
る
」ポ
イ
ン

ト
だ
か
ら
で
す
。が
ん
ば
っ
て
で
き
た
特
別
な

事
ば
か
り
だ
け
で
な
く
、日
常
で
で
き
て
い
る

こ
と
を
、ご
家
庭
で
だ
け
で
な
く
、保
育
所・
学

校
な
ど
で
関
わ
る
大
人
が
し
っ
か
り
と
言
葉
や

態
度
で
ほ
め
て
あ
げ
る
こ
と
が
積
み
重
な
る
こ

と
で
、子
ど
も
の
心
と
体
を
成
長
さ
せ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

つ
く
し
学
園
が
子
育
て
応
援
団
の
一
つ
と
し

て
、地
域
の
み
な
さ
ん
が
気
軽
に
活
用
で
き
る

場
所
に
な
る
よ
う
に
発
達
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

� 魚津市社会福祉協議会
児童発達支援センター
魚津市立つくし学園

小栗　悠さん

「子どもが育つ環境に
� 必要なこと」

1月日程 行事名 場所

13（金）
福祉カレッジカリキュラム検討分科会 サンシップとやま

日常生活自立支援事業契約締結審査会 サンシップとやま

16（月）富山県社会福祉法人経営者協議会セミナー（後期） グランテラス富山

17（火）全社協会長表彰・中央共募会長表彰伝達式 福祉ホール

19（木）富山県福祉教育セミナー 福祉ホール

26（木）カレッジ運営委員会、健康・福祉人材センター運営委員会 サンシップとやま

27（金）社会福祉協議会地域福祉実践研究発表会 ボルファートとやま

2月日程 行事名 場所

3（金）日常生活自立支援事業契約締結審査会 サンシップとやま

16（木）災害救援ボランティアシンポジウム 福祉ホール

17（金）令和4年度コミュニティソーシャルワーク実践者フォローアップ研修 サンシップとやま

27（月）市町村社会福祉協議会専務・常務理事、事務局長会議 サンシップとやま

28（火）県災害派遣福祉チーム員フォローアップ研修 テクノホール東館

　国が定めた障害者福祉制度を各自治体でサービ
スとして実施していくには、障害のある当事者や
その家族の声をまとめ、自治体に橋渡しをする障
害者団体などの存在が欠かせないと感じました。 
これからも自治体と障害者団体などが協力し、 
必要なサービスについて議論を重ねることで、 
障害の種別や年齢に関わらず、住み慣れた地域で
きめ細かなサービスが受けられるようになること
を期待しています。


